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一 般 質 問 通 告 書 
 
 次の事項について、会議規則第６３条第２項により質問の通告をします。 
 

質 問 事 項 質 問 要 旨 （ 箇 条 書 ） 
（１）農振農用地の耕作

状況について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(２) 臼井市政４年間の評

価について 
 
 
 

 秋留台地をはじめ農振農用地の耕作が行わ

れていない農地が目立ちます。農業は、あきる

野市の基幹産業としてしっかり位置づけをも

ち、農業の未来構想を確立することが求められ

ている。 
 
① 耕作放棄とみられる農地が６２ｈａあると

聞いている。その農地への援助及び指導に

ついて問う。 
② 手間ひまかける産業として、しっかりと専

業農業として生活できる環境づくりが求め

られている。市がどのような支援をするべ

きかについて問う。 
③ 市民農園が市民の中に定着してきた。農地

の肥培管理のためにも農地を市民に貸し出

す仕組みを大いに進めてはどうか問う。 
④ 農地の相続税の猶予制度をしっかりと守

り、「農」のあるまちづくりを進めることは、

市民の「人と緑の新創造都市」への願いで

もある。まちづくりの立場から市の考えを

問う。 
 
 
① 土地開発公社健全化をめざし土地の買戻し

を行った。さらに土地開発公社の解散計画

が示されており、今後毎年約２億円を超え



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る返済をすることになり、市民福祉の向上

に大きな影響を与える心配がある。市長の

見解を問う。 
② 郷土の恵みの森事業は、林業整備計画に位

置づけし、財政フレームを検討する必要が

ある。市長の見解を問う 
③ 郷土の恵みの森事業の推進は観光政策と一

体だと考えている。観光政策との位置づけ

を問う。 
④ 武蔵引田駅周辺地区７７、７ｈａの土地利

用計画について、東日本大震災の経過を踏

まえて今後の展望を問う。 
⑤ この４年間、立候補した際の「公約」は実

現できたか問う。また市長の後継者を育て

る努力をされたか問う。 

  


